
「保護」と「宗主」
－近代東アジアにおける国際法の意義

「保護国化」とは何を意味するのか。
「宗主権」とはいかなる内容の支配権なのか。
東アジア地域秩序が近代的に編成される過程において重要な
意義を持った「保護」と「宗主」という概念を、国際法史の見地か
ら明確化することにより、その歴史的役割を再検討する。

2018年10月22日（月）
15：00～17：30

関西大学千里山キャンパス
児島惟謙館1階第1会議室

プログラム
15：00～15：50
第１報告：国際法学における「保護関係」と「宗主関係」の概念的区別
報告者：西平等 （関西大学 法学部教授）

15：50～16：40
第2報告：国際法における「保護」概念の形成とその意義
報告者：豊田哲也（国際教養大学アジア地域研究連携機構 副機構長）

16：40～17：30
第3報告：立作太郎における「保護権」と「宗主権」
報告者：川副令（佐野日本大学短期大学 教授）
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